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瀬戸内海沿岸域における干潟・アマモ場等が３１６ｈａ修復！ 
 

瀬戸内海沿岸域における干潟・アマモ場等の修復量について、関係機関に対する５年ご

とのフォローアップ調査を実施したところ、平成 17 年度からの 10 年間で 316ha 修復され

ていることが分かりました。 

平成 16 年度に策定した「瀬戸内海環境修復計画」※１では、平成 17 年度から平成 36 年

度までの 20 年間で約 600ha の干潟・アマモ場等を修復することを目標として、これまで

関係機関が取組を進めてきたところであり、概ね順調に修復されてきています。 

また、中国地方整備局では、瀬戸内海の環境情報を公開していた Web サイト「瀬戸内海

環境情報センター」を一時休止していましたが、「瀬戸内海の環境データベース」※２と

名称変更して平成 28 年 1 月 6 日（水）13 時から再開し、この Web サイトの中で、修復さ

れた干潟・アマモ場等に関するデータも公開します。 

※１．失われた干潟・アマモ場等の修復を具体的かつ効果的に進めるため、修復目標量と修復計

画手法等をまとめ、平成１７年２月に策定したものです。 

※２．このＷｅｂサイトは、瀬戸内海の環境修復の実現を目指し、環境修復に関する情報の公開

を通じて、実際の取り組みの効率化を図ることを目的として、瀬戸内海の水質や干潟・ア

マモ場等の修復に関するデータ等、各機関が保有する環境関連情報を公開するものです。

 

○再開ＵＲＬ  http://www.pa.cgr.mlit.go.jp/chiki/suishitu/seto/index.html 

 

 

＜問い合わせ先＞  
【担 当】 

 ・国土交通省 中国地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課 

課長 末本
すえもと

 浩二
こ う じ

 TEL:082-511-3908：（直通） 

【広報担当窓口】 
 ・国土交通省 中国地方整備局 TEL:082-221-9231（代表）（平日・昼間）

     広報広聴対策官      平川
ひらかわ

 雅文
まさふみ

 （内線２１１７） 

企画部 環境調整官   田尾
た お

 和也
かずなり

 （内線３１１４） 

 

 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




